
この資料において配列・構成した要素は、以下のとおりである。 

 

１  月 ―― 学習する時期を月割りにして示している。 

２  単元名 ―― 各単元の単元番号と題名を示している。 

３  教材名 ―― 各教材の題名と教科書の該当ページを示している。国語教科書や他

教科と連動できる教材は、末尾に<国語/教科名>と示した。 

４  指導目標 ―― 各教材の主たる学習場面において確実に身につけることが望まれる

資質・能力を指導目標として◎で示した。また、主たる学習場面で

の学習を支えたり、身につける資質・能力を定着させたりするため

に望まれる学習活動を付随的な指導目標として○で示した。なお、

関連する学習指導要領の指導事項を末尾の［ ］内に記号で示した。 

５  時数 ―― 教材ごとの学習に必要と考えられる所要時数を算用数字で示した。

３年生以上の学年については毛筆と硬筆に分けて示しているが、毛

筆・硬筆を一体化させた指導の工夫を前提とし、学校・学級の実態

に応じて展開されたい。なお、授業時数の１単位時間は45分を想定

している。 

６  学習活動 ―― 教材ごとに、児童が実際に活動する場面を想定し、学習活動の流れ

を段階に分けて端的に示した。 

７  評価規準 ―― 次の三つの観点について設定している。 

 【知】…書写の「知識・技能」の評価。 

 【思】…「思考・判断・表現」の評価。書写は「知識・技能」の観

点で評価される指導事項であるが、慣例的に、書写の学習

において行われる「思考・判断・表現」の学習活動を捉え

て評価することを想定した。本書では 付きで示した。 

  【態】…「主体的に学習に取り組む態度」の評価。この観点に基づ

く評価では、以下の①～④の内容を全て含め、単元の目標

や学習内容等に応じて、組み合わせを工夫することが考え

られる。本書では、各文言の後に（丸数字）で示した。 

①粘り強さ

②自らの学習の調整

③他の２観点において重点とする内容

（特に、粘り強さを発揮してほしい内容） 

④当該単元の具体的な言語活動

（自らの学習の調整が必要となる具体的な言語活動） 

本資料の構成要素 

１ ２・３・４ ５ ６ ７ 

月 単元名・教材名・指導目標 時数 学習活動 評価規準 

- 13 -

４月 しょしゃの やくそく 

［教科書 巻頭］ 

◎書写学習の前に、机上の整理、

書くための準備運動、姿勢・

筆記具の持ち方を確かめる一

連の流れを行うことができ

る。［知技(3)ウ(ア)］

適宜 １書写学習の前に行う三つの確認事項（机上の整理、

書くための準備運動、姿勢・筆記具の持ち方を確

かめる）を知る。 

２以後、書写の時間の前に一連の流れを適宜実践す

ることを知る。 

【態】進んで(①)書写学習の前の確認事項を

理解し(③)、学習課題に沿って(②) 机

上の整理、書くための準備運動、姿勢・

筆記具の持ち方を確かめる一連の流れ

を実践しようとしている(④)。 

しょしゃ すたーと ぶっく

じぶんの なまえを かこう／

もじ たんけんたい 

［教科書P1-3］

◎自分の名前を書いたり、校内

にある文字を探したりするこ

とで、書写学習に対する関心

を高めることができる。［知技

(3)ウ(イ)］

２〜３ １P42-43「ひらがな あつまれ」の平仮名の五十音

表から、自分の名前の文字を探して印をつける。 

２印をつけた文字を、声に出しながら指でなぞる。 

３P1に自分の名前を書く。 

４校内の文字を探す「文字探険」を行い、見つけた

ものをグループで発表する。

【態】進んで(①)自分の名前の文字や校内に

ある文字に関心をもち(③)、学習課題

に沿って(②)自分の名前を書いたり、

校内にあるさまざまな文字を探したり

しようとしている(④)。

しょしゃ たいそう 

［教科書P4-5］

◎書写体操を行うことができ

る。［知技(3)ウ(ア)］

１書写体操が姿勢や筆記具の持ち方を正しくするた

めの準備運動であることを知る。 

２P4-5の絵を見て、書写体操の四つの動きを理解し、

力を入れるところに気をつけながら、書写体操を

行う。 

３書写の時間の最後に行う整理体操について知る。

４以後の書写の時間に適宜行うことを知る。

【態】進んで(①)書写体操の四つの動きを理

解し(③)、学習課題に沿って(②)書写

体操を行おうとしている(④)。

じを かく しせい 

［教科書P6-7］

◎文字を書くときの姿勢を正し

くすることができる。［知技(3)

ウ(ア)］

１P6-7の写真を見て、文字を書くときの正しい姿勢

を知る。 

２唱え歌「あしは ぺったん せなかは ぴん…」

に合わせて姿勢を確かめ、以後の書写の時間に適

宜行うことを知る。 

３P7の写真を見て、タブレット端末を使う際の正し

い姿勢を知る。 

【知】文字を書くときの姿勢を正しくしてい

る。 

【思】唱え歌に合わせて、文字を書くときの

姿勢を確かめている。

【態】積極的に(①)文字を書くときの姿勢を

理解し(③)、書写学習の見通しをもっ

て(②)姿勢を正しくしようとしている

(④)。

えんぴつの もちかた 

［教科書P8-9］

◎筆記具の持ち方を正しくして

書くことができる。［知技(3)

ウ(ア)］

１P8-9の写真や唱え歌「えんぴつ つまんで…」を

見て、鉛筆の持ち方を理解する。 

２P9の下の絵を見て手の置き方を知る。 

３実際に２の絵の上に手を置いて、丸枠内の絵と比

べ、正しい鉛筆の持ち方ができているか確認する。

【知】筆記具の持ち方を正しくして書いてい

る。

【思】唱え歌に合わせて、筆記具の正しい持

ち方を確かめている。

【態】積極的に(①)筆記具の正しい持ち方を

理解し(③)、学習課題に沿って(②)筆

記具の持ち方を正しくしようとしてい

る(④)。

いろいろな せんを かこう 

［教科書P10-11］

◎正しい姿勢と筆記具の持ち方

で、いろいろな線を書くことが

できる。［知技(3)ウ(イ)］

１文字を書くときの正しい姿勢と鉛筆の持ち方で、

P10-11のいろいろな線を書く。

【知】文字を書くときの姿勢と筆記具の持ち

方を正しくして書いている。 

【思】いろいろな線を書きながら、文字を書

くときの正しい姿勢と筆記具の持ち方

を確かめている。

【態】積極的に(①)文字を書くときの正しい

姿勢と筆記具の持ち方を理解し(③)、

学習課題に沿って(②)いろいろな線を

書こうとしている(④)。
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